
７ 「架け橋期のカリキュラム」（検討）の作成に向けて 

 

育みたい資質・能力を踏まえ、架け橋期の教育・保育については、施設類型を越えて子どもの成

長を切れ目なく支える観点から「架け橋期のカリキュラム（検討）」の作成に向けて協働していく

ことは、その後の育ちと学びにつながることからも重要です。 

 

 

<「5 歳児のカリキュラム・スタートカリキュラム」の共有> 
 

入学後の授業計画や卒園前の保育計画を交換するなどにより、卒園・入学前後の取組について情

報共有や相互理解しながら、「5 歳児のカリキュラム（アプローチカリキュラム）」「スタートカリキ

ュラム」を共有・改善していくことが大切です。 

 

 

スタートカリキュラムとは 

 

小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した育ちや学びを基

礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を作り出していくためのカリキュラム 

 

 

 

アプローチカリキュラム※とは 

 

小学校の先取りの教育ではなく、小学校以降の教育を見通しながら、その基盤となる資質・能力を育成

していくことを踏まえて、教育活動を実施するためのカリキュラム 

     

※文部科学省として正式に使用している用語ではありませんが、小学校以降の教育との接続を確かなものに

するために、各自治体において進められている取組のひとつ。 

名称や内容、時期の捉え方は自治体によって異なります。 
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<架け橋期のカリキュラム（検討）の検討・開発> 
 

架け橋期の２年間について、就学前施設と小学校が協働し、共通の視点を持ち教育課程や指導計

画等を具体化できるよう、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし、育みたい資質・

能力を視野に入れながら検討・開発していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府幼児教育センターリーフレットより 

 

 

<架け橋期のカリキュラム（検討）の実施を踏まえた検証・改善> 

 

架け橋期のカリキュラム（検討）を実施する中で、子どもたちの姿を通じ、持続的・発展的な架け橋期のカ

リキュラム（検討）となるよう検証・改善をしていきます。その際に、スタートカリキュラムや 5 歳児のカリキュ

ラム（アプローチカリキュラム）をはじめ、教育課程や指導計画等の検証・改善も含めて取組を進めて

いきます。 
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